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 JAISE 留学生相談指導事例集編集委員会（2013）は、留学生が直面した深刻な事例 215 件
を 12 項目に分類し掲載している。その中の 1 項目が「交通制度、事故・道路交通法違反」
であり、14 件の交通関連の事例を紹介しており、事例全体の 6.5％を占めている。 
本稿では、留学生が直面する交通関連の問題に焦点を絞って分析してみたい。岡山大学
の留学生相談室の相談記録ノートを基に、2000 年 1 月から 2017 年 3 月にかけての 17 年余
りの間に発生した交通関連の事例 116 件をリストアップした。さらに、新旧 L-café 担当教
員の藤本、宇塚が相談記録ノートから抜け落ちていた事例 5 件を補充した。従って、合計
121 件の交通関連事例を本稿の分析対象とする。この 121 件は留学生自身が関与した事例で
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 本学の交通関連事例 121 件のうち、留学生相談室が中心となって対応・支援した事例が
66 件、事後報告を受けた事例が 55 件である。前者の 66 件の事例には延べ 439 回の対応を
－  118  －
藤本　真澄 ・ 宇塚　万里子 ・ 岡　益巳 
行い、1 件当たりの平均対応回数は 6.7 回である。後者の 55 件の事例には延べ 100 回対応





 121 件全体でみると、①交通事故 79 件、②犯罪・交通事故を含まない違法行為 28 件、③
その他 14 件である。留学生相談室が対応・支援した 66 件の事例をみると、①交通事故 46
件、②犯罪・違法行為 10 件、③その他 10 件である。報告を受けた 55 件の事例では、①交







 121 人のうち、男性 78 人、女性 42 人、性別不明 1人であり、男性が多い。 
 
3.2.2 年齢 
 年齢は 18 歳から 46 歳の幅があるが、10 代 8 人、20 代前半 45 人、20 代後半 34 人、30
代前半 20 人、30 代後半 8人、40 代 2 人、不明 4人であり、20 代前半が最も多く、20 代が






























 在籍身分でみると、大学院正規生 39 人、学部正規生 17 人、研究生 18 人、大学院予備教
育学生 11 人、学部レベルの交換留学生 26 人、学部予備教育学生 5 人、日本語・日本文化
研修留学生（日研生）2 人、不明 3 人である。大学院正規生 39 人の内訳は、博士課程（博
士後期課程を含む）20 人、修士課程（博士前期課程を含む）19 人である。大学院予備教育
学生 11 人のうち、9 人が日本語研修生、2 人が大学院予備教育特別コースの学生である。
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 経費別身分では、私費 82 人、国費 35 人、不明 4人である。私費 82 人の中の 3人は外国
政府派遣留学生であり、自費は 79 人である。 
 
3.2.6 出身国・地域 
 121 人の出身国は 30 か国に跨がっている。中国 45 人、韓国 12 人、米国 11 人、豪州 6人、
フィリピン・エジプト・ケニア各 4人の順に多い。地域別では、アジア 78 人、北米 14 人、






アジア 小計78人  
中国 45 バングラデシュ 1 
韓国 12 ミャンマー 1 
フィリピン 4 タイ 1 
モンゴル 3 パキスタン 1 
インドネシア 3 トルコ 3 
マレーシア 3 シンガポール 1 


















－  120  － －  121  －
台湾人元留学生の職場における自己の存在意義と職場の意味
米国 11 メキシコ 1 
ジャマイカ 1 パナマ 1  
南米  小計1人   
パラグアイ 1    
欧州  小計10人   
英国 3 ドイツ 2  
セルビア  2 ロシア 1  
スペイン 1 ルーマニア 1  
アフリカ  小計11人   
エジプト 4 ケニア 4  
エチオピア 1 ウガンダ 1  
タンザニア 1   
オセアニア  小計7人  
豪州 6 トンガ 1 




 前章第 1 節で述べたとおり、121 件の事例のうち 66 件については留学生相談室が中心と
なって対応・支援したが、55 件については報告を受けて簡単な記録を残しただけである。






 79 件の交通事故の形態別発生件数を表 2 に示した。先ず、事故の発生形態を留学生の側
に注目してみると、自損事故を含めた自転車が 59 件で 74.7％を占める。次いで、バイク 8
件、車 7件、徒歩 2件、スケートボード 1件、不明 2件である。 
 次に、自損事故 16 件を除く 63 件の交通事故に関して、相手側に注目してみると、車が
47 件で 74.6％を占め、自転車 10 件、バイク 4件、徒歩 2件と続く。 
また、自損事故を除く 63 件について、留学生と相手側の双方に着目すると、留学生が自
転車で相手が車であるケースが最も多くて 32 件で 50.8％を占める。次いで、留学生と相手
側の双方が自転車のケースおよび留学生がバイクで相手側が車のケースが共に 8 件、留学
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自転車 なし（自損事故） 16 
自転車 車 32 
自転車 バイク 3 
自転車 自転車 8 
バイク 車 8 
車 車 5 
車 バイク 1 
車 徒歩 1 
徒歩 自転車 2 
スケートボード 徒歩 1 




事故 16 件を除いた 63 件のうち、留学生が被害者であるケースが 40 件、留学生が加害者で
あるケースが 15 件、不明なケースが 8件である。事故の形態別に主な具体例を挙げてみた
い。 





(2) 留学生が被害者であるケース（40 件） 
1)留学生が自転車で相手が車のケース（27 件） 
 ・トラックに跳ねられ、意識が戻らないまま、親族に付き添われて帰国した。 
   ・車に跳ねられ、視神経を損傷し後遺症があるため、帰国して治療した。 
・車に跳ねられ、入院治療した（複数例）。 
   ・車に接触し、負傷し、通院治療した（複数例）。 
2)留学生が自転車で相手がバイクのケース）（2件） 











 ・1 年前の事故の後遺症で頭痛・不眠などの症状がある。 
(3) 留学生が加害者のケース（15 件） 
1)留学生が自転車で相手が車のケース（5件） 
   ・停車中の車に接触し、修理代を請求された（複数例） 
   ・信号の見落としで車に衝突し、胸と膝を負傷した。 
2)留学生が自転車で相手がバイクのケース（1件） 
   ・信号の見落としでバイクに衝突し、相手が負傷し病院へ運ばれた。 
3)双方が自転車のケース（1件） 
   ・不注意で自転車に接触し、修理代を請求された。 
4)留学生がバイクで相手が車のケース（2件） 
   ・バイクで車に追突し転倒して腰を強打、入院手術した。 
5)双方が車のケース（3件） 
   ・無免許運転で車に追突した（複数例）。 
6)留学生が車で相手がバイクのケース(1 件) 
   ・不注意で開けた車のドアにバイクが衝突した。 
7)留学生が車で相手が徒歩のケース（1件） 
   ・高齢者が道路横断中に跳ねて、死亡させた。 
8)留学生がスケートボードで相手が徒歩のケース（1件） 
   ・歩行者に接触し、自分が転倒し、救急車で病院へ搬送された。 
(4)被害者か加害者か不明なケース（8件） 
1)双方が自転車のケース（7件） 
   ・接触したが、軽傷或いはケガなし（複数例）。 
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表３ 犯罪・違法行為に関わるトラブル 


















クを運転し交差点で信号無視をしたケースが 1 件、50cc のバイクで高速道路を走行して検
挙されたケースが 1件、バイクの無免許運転で検挙されたケースが 1件発生した。 




 その他の事例 14 件は、運転免許証の取得・切り替えなどに関する相談が 8件、駐輪トラ
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 ・息子が本学日本人学生の自転車に接触し、足を骨折した。（47 回対応） 
 ・夫が自転車で本学日本人学生のバイクと接触し、学生がケガをした。（11 回対応）（３） 







EPOK 学生 23 人中 20 人が英語圏（米国 11 人、豪州 6人、英国 3人）出身である。在籍比率
では EPOK 学生を遙かに上回る博士課程正規生は 20 人、修士課程正規生は 19 人、学部正規
生は 17 人である。従って、交通関連の問題の発生を抑制するためには、事故発生率の高い
EPOK 学生に対する交通安全教育が肝要である。 
 事故の形態に注目すると、自転車の自損事故が 16 件発生しており、これに留学生が自転
車を運転中に発生した事故 43 件を加えると 59 件に上り、交通事故全体の 4 分の 3 を占め
る。この事実から留学生に対する自転車の安全な乗り方に関する教育を実施する必要があ
ると判断される。 











EPOK学生 23人中 20人が英語圏（米国 11人、豪州 6人、英国 3人）出身である。在籍比率




車を運転中に発生した事故 43 件を加えると 59 件に上り、交通事故全体の 4 分の 3 を占め
る。この事実から留学生に対する自転車の安全な乗り方に関する教育を実施する必要があ
ると判断される。 
 留学生が事故の被害者であるケースが 40 件存在する一方、加害者であるケースが 15 件
存在する点も要注意である。留学生は常に交通関連事故・事件の被害者というわけではな
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い。また、2010 年 7 月には学生支援課から国際課経由で「留学生の A君は短期間で 7回、B





 留学生相談室が対応・支援した 66 件の事例には 1件当たり平均 6.7 回、報告を受けただ
けの 55 件の事例には平均 1.8 回の対応を行ったことについてはすでに述べた。前者の場合、
問題が解決するまでに 10 回以上対応したケースが 16 件存在し、最多のケースでは 41 回の
対応を行った。他方、後者の場合は１、2 回報告を受けたケースが大半であるが、EPOK 担














③人身事故で通院治療を要したケースが最も多く、20 件発生した。このうちの 12 件に関し
て、相手側・保険会社との示談交渉を支援した。 
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ど効果が期待できないと予想され、配布を断念した経緯がある。2012 年 4 月 11 日および
10 月 9 日の生活オリエンテーションでは、岡山西警察署の T 係長から交通安全を含めた安










5.2 2016 年度の取り組み 
5.2.1 交通マナー講習会の準備段階 




 藤本が日程調整を行い、8月 3日に L-caféにおいて留学生の交通マナ （ー自転車マナー）
向上策に関する協議を行った。参加者は、M 交通企画課長、N 同課長補佐、T 氏、藤本、宇






4)上記 1)～3)をできるだけ 2017年 3月末を目処に実施することとし、9月中旬に再度打
ち合わせ会議を開く。 
 9 月 27 日、M 交通企画課長および N 同補佐が来校し、L-café にて打ち合わせ会議を開催
した。参加者は藤本、岡を加えた 4人であり、次の 2点の実施について検討した。 
1)M 課長から留学生の自転車マナーに関するアンケート調査を実施したいとの要望があ
り、交通企画課作成のアンケート調査票原案に対する修正意見が出された。10 月 1 日に
五十周年記念館（後に大学会館喫茶部に場所を変更）で開催予定の EPOKオリエンテーシ
ョンの場で、L-café スタッフの E 君が調査票を配布し、N 課長補佐が回収する。アンケ
ート調査結果を参考にして交通マナー講習会の資料を作成する。 
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5.2.2 交通マナー講習会の実施段階 





































































































100 のトラブル解決マニュアル調査研究グループ（編著）（1996）『外国人留学生の 100 のト
ラブル解決マニュアル』100 のトラブル解決マニュアル調査研究グループ、凡人社 
JAISE 留学生相談指導事例集編集委員会（編）（2013）『JAISE 留学生相談指導事例集』留学
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